


第一部　青春　『未来』

僕は常に君に問いかけてきた 
君のレンズを通して見た未来が

僕の未来と違っているのなら

僕達はいったい何処を彷徨ってるの

 

空高く見上げると細く白くたなびく雲 
あれはきっと宇宙船が飛んだ跡だと 
僕はその突端を目で必死に追う

 
明日への宇宙船に乗り込もう

迷っている暇などないはず 
希望という荷物だけを背負って 
空高く、空高く舞い上がるのさ

 
僕達には未来など見える訳がない 
何故なら未来はこれから創るものだから 
君と僕、二人の未来はまだどこにもない 
あの空の彼方から僕らの未来づくりが始まる

 
迷い、悩み、戸惑い、立ち止まり、 
それでも僕は君と歩みたい

彷徨の果てに、限りない未来があると信じて 

 
さあ、あの宇宙船に乗り込もう



第一部　青春　『青春の一コマ』

家族が寝静まった後に 
家を抜け出し一人

自転車で君の家に行ったね 
開け放つ窓に佇む君と壁を隔ててのLINE

青春ってこういうものだと思ってた

 

ある夜、僕はいつものように 
君の家の壁に寄りかかりLINE 
「既読」の二文字が現れない 
開かない窓、始まらないトーク 
急に僕は臆病になった

 
お互い違う高校に進学し 
傍にいられる時間は限られる

君の心に変化が起きたなら

君の笑顔が歪んでしまったなら 
その思いを素直に吐き出してほしい

 
そんな日々が一週間ほど続き 
一日に四十八時間、毎日思い悩んだ僕

学校帰りに校門の傍に立つ制服姿の君 
「よう！」

と話しかけた君が待っていたのは誰

 
ただ意固地になってるだけ 
思うよりも思春期な僕達 
お互い犯した過ちに 
気付くほど大人じゃない 
早く元通りになりたい

 



夜の静寂が二人を包む 
誰もいない学校の前 
ようやく歩き出した君を 
今僕は用心棒のように見守り続ける

 
君が僕の君であるように 
僕が君の僕であるように 
いつまでも、いつまでも

祈りはひとつ



第一部　青春　『ガラクタ宝箱』

君が壊した心に笑顔なんてないよ 
今ここにあるのはただの空箱

僕は誰を責めればいいの

僕は何を責めればいい

 

君だけはいつも一緒だと信じてた 
懐かしい馬鹿騒ぎも、愚痴合戦も、大脱走も 
僕達が歳を重ね、世間からオヤジと 
呼ばれるようになろうと 
続くものと信じてた

 
すべてはあの一日の出来事 
君は僕の何に対して憤り 
僕は君の何を裏切ったのか 
何もわからぬまま30年が過ぎたよ

 

あの街で風切って歩いてた僕達は遠い昔 
最高にイカしてた僕達は 
時代の粗大ゴミとして

夜闇に打ち捨てられてしまった

 
過去を慈しみながら 
僕は敢えて今君に問う 
君はあの頃の熱狂を思い出さないのか 
あの頃に帰りたくないのか

 
最早手遅れとなった青春の遺物を 
ひとつずつ紐解きながら 
僕は人生の総決算に入った 
何もかも戻れない過去ならば



二度と開かない箱に閉じ込めてしまおう 
 
その前に、最後にもう一度聞かせてくれ

君の心は壊れていないかい

でなければ、それでいい

傷を負ったのが僕一人ならば



第一部　青春　『夕映え』

夕陽が何よりも美しい 
そう思える人間でいたかった 
 
あの日の夕方

君が僕に放った言葉

僕の硝子細工の心は

粉々に砕け散った

 

どうして辛いことばかりかなあ 
生きていると 
どうして夢見てしまうのかなあ 
この世の中に 
 
外は雨降りだから

傘を差して歩こうか 
 

夕陽は降り注ぐ雨筋に隠されて 
暗い夕闇が迫るだろう

 
でも、あの雨雲の隙間に 
僕はちょっとばかり期待してしまう

夕陽が顔を覗かせる一瞬を



第一部　青春　『夢幻人』

もう二度と届かぬと 
知りつつ投函した手紙

僕の言葉は宙に浮き

君の心には留まりもしない

 

あの手紙に僕が 
何を綴ったか覚えてるかい 
残酷だな、真実って 
人を何処までも深く、深く 
絶望の淵に追いやる

 
壊すなら、綺麗に壊せよ 
終わり方にも美学がある

僕は壊れた今も 
何かを 
おそらく君を

追ってしまうじゃないか

 
もし君がまだこの宇宙に 
留まってるのなら 
嘘のない思い 
聞かせておくれよ

たとえ、それが総てを

終わらせようと

 

夢の中、幻を追いかけてきた 
最後が何処にあるかと

僕の掌に掬った砂が一粒も残らず

こぼれ落ちて

そして僕は



崩れ落ちて

今度こそ一人ぼっちになる



第一部　青春　『永遠の人』

遠い、遠い夜空の星は 
きっと君からの贈り物 
いつまでも、いつまでも

僕はこの瞼に焼き付ける

 
あれはまだ寒い春の夜

二人で寝転んだ浜辺

僕は打ち震える君に

寄り添い、祈りを込めた

君は濡れた唇で

それを愛と言った

 
弛まぬ思い

いつまでも

もう一度

どこまでも

もう一度

二人が無邪気だった

あの頃に戻して

 
空が明るみ星々は姿を消し

夜の闇がその色を失う

燦々と降り注ぐ朝の陽射しが

無情にも君の面影を消し去る

 
嗚呼、いつかもう一度

叶わぬ願いと知りつつも

募る思いは昂まるばかり

君は過去や思い出じゃなく

永遠の人なのだから



第一部　青春　『憧れ』

憧れ 
小さな頃から抱いてた君は 
大して知りもしないスーパースターに

日々近付こうと夢見た

そんな時の積み重ねが君を変えて 
僕との距離はいつしか

言葉さえ届かないくらい

 
今や君が僕の憧れ 
銀幕の中で輝きを放ち

見知らぬ人々の賞賛を浴びる

劇場の片隅から遠目に見る僕のことなど

忘れてしまっただろう

記憶の断片さえも

かつての憧れが覆い尽くしてる

 
あの日の距離感に近付くことなどない

もう君は僕だけのものじゃないから

大勢の人々に幸せを届ける君は

いったい誰のために生きるのだろうか

未練がましいかもしれないが

君の人生を陰で見守ってる、いつまでも



第二部　人生　『春を愛す』

春よ、春よと思っている間に夏が来て 
夏か、夏かと思っている間に春が去る

季節の移り変わり

そこに僕はいる

 

一年を僅か四つに分ける大胆さと乱暴さ 
一年は三六五日それぞれであるべき

そんな講釈を垂れながら

なんだかんだ言って僕は

新緑の芽吹く春を愛している

 
僕は春に小学生になり

春に中学生になり

春に高校生になった

大人への階段はいつも春に用意されていた

 
この世に生を受けて以来

わずか十数回過ごした春の日々

僕はあと何度この季節を生きられるのだろう

この季節とともに僕はどんな大人になるのだろう

 
それとも一年を締めくくる冬を愛する

そんな心境の変化があるのかな

この人生を折り返したとき

僕の価値観は揺らぐのだろうか

なにがしかの変化があるのだろうか

 
そんな由無し事を考えながら

僕は三六五歩のステップを毎日刻んでいく



第二部　人生　『生のリアリティー』

生きてくために 
僕は走り続けてる

生命の意味なんて

何も考えることなく

 
空を見るために

僕は目を見開いてる

晴れの日も雨の日も

空は僕の味方だから

 
ちょっとそこの貴方達

注意力散漫

理屈だけでは片付かない

ネットワークから遮断

とにかく説き伏せよう

 
僕等の人生なんて

結局自分次第だし

僕等の最期なんて

自分では見られないし

 
何の為に生きているのだろう

そんな哲学的な疑問は

日々の生活には不要

ドブに捨て去るがいい

 
幸せな最期を迎えたい

誰かがそんなこと言ってた

呼吸も脈も止まり、身体は硬直し

最期もクソもありゃしない

 
僕は今を生きる



リアルに感じ取れる今を

ただひたむきに、前向きに

生きてゆくだけさ



第二部　人生　『夜を愛す』

空が暗転する 
夕焼が夜闇に変わる

そんな瞬間が何よりも好きだ

 
一日が終わりに近付く

新たな一日の始まりが近付く

 
刻一刻、刻一刻と 
漆黒の夜空が

終わりと始まりを連れてくる

 
騒然とした社会は活動を止め

忽然と、まさに忽然と

整然とした時間と空間に変貌する

 
僕はその反動を

真正面から受けながら

ただただ夜闇に立ち尽くし

終わりと始まりという反転の瞬間を

見届けんとする



第二部　人生　『埋まらぬ空白』

生と死なんて一続きにできてる 
僕にはまだやりたいことも

やり残したこともそれなりにあるし

まだ人生が残されてるって信じたいけど

死に向かって一瞬、一瞬を生きてる

 
いつか死ぬために今を生きている

誰かがそんなことを言った

哲学的な意味合い？

そんなこと急に言われたら真に受けちゃう

今を生きる活力が殺がれるじゃないか

 
人生が空虚すぎて充填材が足りない

死というポイントに向けて

その間の時間と空間を何で埋めよう

悪いのは僕なのか、それとも社会か

社会ってなんだ

それこそが空虚なんだよ

 
君は無垢な笑顔で僕に言う

南の島に行こうよ、連れてって

何かそこにあるのかい

この虚ろな心を満たすものが

それとも死が僕を待ち受けてるのか

誰にも侵せない神聖な儀式が



第二部　人生　『終末思想』

捻れ切ったこの世って奴を 
ぶっ潰してやる

叩き壊してやる

 
大人達が大切だという「秩序」は

人間界の何処にも見当たらず

無秩序ばかりが横行してる

 
秩序など、自然界の当たり前の法則

それを蔑ろにする人間達は

早晩滅びる、滅びてしまえ

 
いつか見た雲が北東の空に

連なって流れている

夕空と重なり不吉な極彩色

そのまま地平線へと流れ込め

 
僕などが声を上げなくても

総ては終わりに向かっている

そうだ

始まりとは終わりに近付くことなのだ



第二部　人生　『素晴らしき哉、世界』

この世界がこの世界であり続けるように

僕は僕であり続けよう

 
世界の表面を上滑っている自分を感じるたび

僕はこの世界の不要物だと思う

 
何故にここで生まれ、ここで育ち、ここに死すのか

 
この世界と調和しない自分に

どうしようもない苛立ちを覚え

ときに自分の存在意義なんて考えてみる

 
僕がいなくても世界は回る

いっぽうどうだ

この世界がなくては僕は僕でいられない

だから、僕はこの世界とともに生きるのだ

 
この世界を愛し、人を愛し、自然を愛し、万物を愛し、

そして僕は無用の長物となる
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